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となるであろうo T二0を考えるとp-ベクトルに働 くtorqueのうち nOrmalpartの運
動による部分は消えるはずである｡そしてSuperrluidpartだけの運動方程式が得 られるは
ずであるが,彼等の式 (1)では InOrmalfluidvelocity v; が残ってしまうO理論の枠組
の中に,A-ベク ト/レが superfluid partに付随した量であることが正 しくとり入れら
れていない様に思われるが,理論をどの様に変更 したらよいかという事はあまり簡単
問題ではなさそうである｡
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互 1 - 志 (1± cosx)expi(0±p)
4,.-与sinx 印 iO
--ナ ナー
と表わされる (含 //fl回転の角速度べクト′レとする)o xは Z軸 とBべクト′レのな
す角である.芯のある渦が格子を作った状態は, p-0で C として渦糸格子のあると
きの通常の速度ポテンシャルをとればよい｡このとき超流体.は全体として剛体的回転を
する｡
容器の半径Rが大きいとき,E一言竜 (Eは流れのエネ′レギー,L は全 角運動
一･>
7r










参 考 文 献
1)V.K.Tkachenko,Soy.Phys.∫.E.T.P.22,1282(1966)
2)N.D.MerminandT.-LHo,Phys.Rev.Lett.36,594(1976)
3)P.W.AndersonandG.Toulouse,Phys.Rev.Lett.38,508(1977)
-D9-
